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平成27年度決算を認定
決算審査 報告

決算審査特別委員長　高　橋　洋　一

◆一般会計　歳出
２款　総務費
　地域自治活動支援事業について、担当職員との連
携の強化を図るとともに地域の活性化を図るため、
地域担当職員の配置が必要とする意見がありました。
　次に、昨年の決算審査報告で、職場環境の点検や
改善を要望したが、今年度も不適正な事務処理が発
生した。これは、心因的な理由も大きいものと思う。
心身ともに健康な状態で職務を全うできるよう、適
切な職員配置、異動の間隔を含めた職場環境の改善
に引き続き努めて欲しい。また、市長や上司と気軽
に意見を交わせる場も増やしてほしいという意見が
ありました。

３款　民生費
　児童遊園施設建設事業においては、平成25年度実
施の子ども子育てニーズ調査を尊重し進めてほしい
との要望がありました。

４款　衛生費
　環境共生のまちづくり推進事業において、使用済
み紙おむつがペレット燃料として利用できるように
なると大幅なごみ焼却費用削減にもつながると期待
されることから、目標実現まで挑戦を続けていただ
きたいという意見がありました。

６款　農林水産業費
　ＴＰＰの大筋合意がなされ農業は新たな局面を迎
えましたが、国県が進める農地集積事業については
周知を丁寧に行い、農地の効率的な活用を図りなが
ら競争力のある強い農家の育成に力を注いでいただ
きたいとの意見がありました。

７款　商工費
　大地の芸術祭については、十日町市を代表するイ
ベントとして内外に知名度が増してきていることは、
市民にとって喜ばしいことであります。反面、多額
の予算が費やされ委託料も多岐にわたり支出されて
いることから、今後は予算の精査を行うとともに、
経済波及効果を高めるための努力を市民と一体とな
って取り組んでいただきたいとの意見がありました。

◆国民健康保険診療所特別会計
　山間地の医療の充実、医師確保に引き続き努力い
ただきたいとの意見がありました。

◆下水道事業特別会計
　水洗化率を高めるためにも、浄化槽整備を引き続
き進めていただきたい。また集落等の集会施設につ
いては、避難所に指定されていることからも整備を
推進していただきたいとの要望がありました。

　平成27年度決算審査特別委員会に付託されました議案第104号から議案第112号までの一般会計、
特別会計及び水道事業会計、合わせて９件につきましては、９月２日に特別委員会を設置し、さらに
３つの分科会ごとに詳細に審査したところであります。
　審査結果につきましては、審査報告書のとおり、９件とも決算認定であります。また、各分科会の
審査過程で出された意見については、各分科会主査報告のとおりでありますが、ポイントとなる意見、
要望項目について何点か申し上げます。

９月定例会
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　平成27年度の一般会計及び

７つの特別会計の決算は、歳

入総額は603億502万円、歳出

総額は575億4,339万円であり、

差し引き27億6,163万円、そ

こから翌年度に繰り越す財源

を引くと、実質収支24億433万円の黒字となり、実

質単年度収支額は８億7,800万円の黒字でした。歳

入の主なものは、市税は61億2,179万円、地方交

付税は146億7,621万円。地方消費税交付金は10億

7,877万円。国庫支出金は46億8,651万円、県支出金

は24億9,518万円でありました。繰入金は８億5,921

万円で公民館建設基金などの繰入金の増です。市債

は49億9,250万円で前年度対比増です。これは中心

市街地活性化の整備に伴い合併特例債が増加したこ

となどによるものです。歳出では、地域おこし協力

隊など定住促進事業が成果を上げ、高齢者支援事業

などがきめ細かく実施されました。「バイオマス産

業都市構想」が策定され、エコクリーンセンターの

大規模改修は大部分が完了しました。新規就農者増

に取り組まれ、多面的機能支払交付金事業で活動組

織増加の成果が出ております。中心市街地活性化で

は「いこて」、「アップルとおかまち」がオープンし

ました。大地の芸術祭2015などで観光客誘致に取り

組んだことを評価します。新消防庁舎が完成し、校

舎改築工事や耐震化工事も進みました。仮称十日町

市市民文化ホールの建設が着手され、新博物館建設

基本計画が策定されました。27年度水道事業会計決

算にも賛成です。「選ばれて住み継がれるまち とお

かまち」実現のために創意工夫された先駆的な事業

が多く、高く評価させていただきます。

　現任期も残すところ７カ月余り、今後も関口市政

に大きなご期待を申し上げ賛成討論とします。

　日本共産党十日町市議団を
代表し、平成27年度一般会計
決算、国民健康保険、後期高
齢者医療、介護保険の各特別
会計決算について、反対の立
場から発言します。
　一般会計は普通建設事業費

が前年比18.4％増の12億６千万円、国保税、後期高
齢者医療、介護保険は、そもそも国の制度的、構造
的欠陥がある上に市民負担は１人当たり２万円も増
えています。基金の115億2,526万円を市民の暮らし
を守る市政の大命題、役割に生かすべきと考えます。
①中心市街地活性化事業は57億7,000万円の大事業
だが、建設後の維持管理費、コストをもっと詳細に
公表しないと市民の理解を得られない。
②昨年の第６回大地の芸術祭は、前回より３億円
も増え、11億7,500万円となったことは重大です。
そしてその委託費６億２千万円の内、ＡＦＧ関連
５億３千万円、85％が委託され、その内容も不透明、
さらに言うなら委託金額が市の予定価格とピッタリ
同額で異常と言わざるを得ない。
③地域産業の振興と雇用の拡大は最大課題です。小
規模企業振興基本条例の積極的な活用を求めたい。
基幹産業である農業は、米価の低価格に加え国の交
付金減少で厳しさが増している。再生産できる価格
保障と所得補償を実現し、農業委員会、農業支援セ
ンターなど、その役割がしっかり果たされるようお
願いしたい。
④診療所の医師確保は行政の責任です。国保税は１
人当たり９万７千円を超え、合併時の1.5倍、介護
保険料は６万８千円を超えて1.7倍になった。一般
会計から繰り入れ、市民負担の軽減を求める。
　子どものいじめや不登校、自殺、犯罪は、その背
景に非正規雇用などの貧困問題などもありますが、
教職員の大幅な増員で、多忙すぎる現状を変え、子
どもたちとしっかり向き合える教育環境を保障する
ことが必要です。
　私達市議団は市民の代表としてその声を行政に届
け、建設的な提案をし、要望の実現と行政へのチェ
ック機能を忠実に果たし、行政が市民の暮らしと営
業を守ることを願って反対討論とします。

平成27年度決算に対する討論
採決に先立ち、決算認定に反対・賛成の立場から討論が行われました。その要旨を掲載します。

【吉村重敏議員】 賛 成 反 対 【村山邦一議員】
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一般会計補正予算

〈主な事業〉

◆土地開発公社財産取得経費ほか《財政課ほか》
　・今年度予定する土地開発公社の解散に伴い、公社保有の土地を買収する経費の補正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 �  【1億5,195万円】

〈主な事業〉

◆ほくほく線安全輸送設備等整備補助事業《企画政策課》
　・ほくほく線の設備更新や修繕費などの支援に係る経費の補正 �  【510万円】

◆集会施設維持管理経費《企画政策課ほか》
　・市内集会施設の修繕に係る工事請負費の補正 �  【1,379万円】

◆結婚お祝い事業《市民生活課》
　・今年４月以降に結婚された方を対象とした飲食店の利用補助金の補正 �  【75万円】

◆医療施設整備等支援事業《健康づくり推進課》
　・市内医療機関の設備整備等を対象とした補助金の追加 �  【1,654万円】

◆市有林・市行造林整備事業《農林課》
　・森林整備予定箇所の作業道整備に係る経費の追加 �  【1,427万円】

◆中心市街地拠点施設整備事業《都市計画課》
　・中心市街地に建設される立体駐車場の増工に伴う工事請負費等の追加 �  【1億760万円】

◆食と農による誘客促進事業（地方創生推進交付金）《観光交流課》
　・へぎそばを中心とした食と農による外国人観光誘客の取組みに要する経費の補正 �  【250万円】

◆清津峡観光施設整備事業《中里支所地域振興課》
　・清津峡渓谷トンネルのエントランス施設の基本設計及びトンネル内展示の実施設計
　　に係る経費の補正 �  【1,361万円】

◆芸術祭拠点施設等グレードアップ事業（企業版ふるさと納税）《観光交流課》
　・キナーレ、農舞台及び旧清津峡小学校の施設改修に係る工事請負費等の補正 �  【2,200万円】
　※財源として企業版ふるさと納税寄附金【1,550万円】を計上�����������������������������������

◆道路橋りょう修繕事業《建設課ほか》
　・市道の舗装や側溝の修繕に係る工事請負費等の追加 �  【3,879万円】

◆クロアチアピッチグレードアップ事業（企業版ふるさと納税）《スポーツ振興課》
　・クロアチアホストタウンの推進に係る経費の補正 �  【670万円】
　※財源として企業版ふるさと納税寄附金【20万円】を計上

　８月臨時会において土地開発公社が所有する土地の購入費の補正を、９月定例会において地域
医療の充実を図る補助金、中心市街地活性化に係る建設事業費、市道等の修繕費のほか、企業版
ふるさと納税事業などの補正を行いました。

 ８月臨時会【補正予算（第４号）】　

 ９月定例会【補正予算（第５号）】
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ヤ
ン
グ
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ア
ラ
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つ
い
て

障
害
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別
解
消
法
に
つ
い
て

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
と

新
体
制
の
農
業
委
員
会
に
つ
い
て

質
問 

改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
法
に
よ
り

平
成
28
年
７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、
十
日
町
市
は
平
成
29
年
４
月
19
日
が
現

在
の
委
員
任
期
だ
。
市
農
業
に
と
っ
て
重
要
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役
割
を
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う
こ
と
に
な
る
が
伺
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。
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つ
い
て
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⃝①
検
討
委
員
会
を
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し
、
先
行
し

て
新
体
制
に
移
行
し
た
自
治
体
の
状
況
な
ど

確
認
し
な
が
ら
、
条
例
改
正
を
12
月
議
会
に

上
程
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

⃝②
今
ま
で
農
業
委
員
会
が
任
意
で
行
っ
て
い

た
業
務
が
必
須
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
業
務
推

進
の
た
め
新
設
さ
れ
ま
す
。
委
員
は
地
域
か

ら
の
推
薦
や
公
募
で
募
り
、
農
業
委
員
会
が

委
嘱
し
ま
す
。
農
地
利
用
の
最
適
化
を
進
め

る
上
で
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員
が
一
体
的

に
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

推
進
委
員
に
つ
い
て
は
地
域
に
お
け
る
活
動

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う
、
状
況
に
応
じ

た
配
置
を
検
討
し
ま
す
。
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っ
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事
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持
管
理
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政
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。

答
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分
じ
ろ
う
、
十
じ
ろ
う
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

質
問 

未
成
年
の
子
ど
も
や
学
生
な
ど
二
十

歳
代
前
半
ま
で
の
市
内
在
住
者
が
日
常
的
に

家
族
の
介
護
や
世
話
を
し
て
い
る
方
を
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握

し
て
い
る
か
。
実
態
調
査
を
お
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い
す
る
。

ヤ

※

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
支
援
は
状
況
に
寄
り

添
っ
た
対
策
を
研
究
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁 

担
当
課
に
お
い
て
未
成
年
、
学
生
の

家
事
、
介
護
負
担
の
相
談
を
受
け
て
い
る
事

例
は
な
い
た
め
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
学
校

が
子
ど
も
た
ち
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
校

長
会
等
で
啓
発
を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問 

❶
障
が
い
を
お
持
ち
の
児
童
に
対
す

る
「
合
理
的
配
慮
の
提
供
」
に
つ
い
て
、
教

育
現
場
で
の
対
応
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。
❷
全
国
の
自
治
体
で
制
定
が
進
ん
で

い
る
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
や
手
話
言
語
条

例
を
当
市
で
制
定
さ
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
弁 

⃝①
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
十
分

な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
委
員

会
、
学
校
で
は
子
ど
も
の
状
況
に
応
じ
て
合

理
的
配
慮
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
教
育
現
場

で
は
一
人
一
人
に
応
じ
た
合
理
的
配
慮
を
可

能
な
限
り
行
い
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
て

い
ま
す
。
⃝②
障
害
者
差
別
禁
止
条
例
に
つ
い

て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
み
が
必
要

な
の
か
自
立
支
援
協
議
会
で
議
論
し
て
い
た

だ
い
て
、
国
、
県
の
動
向
、
全
国
の
先
進
事

ひ
と
サ
ポ
に
委
託
し
て
お
り
、
立
体
駐
車
場

は
利
用
し
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う
、
当
面

は
市
の
直
営
で
行
い
ま
す
。
市
民
文
化
ホ
ー

ル
、
中
央
公
民
館
は
、
公
民
館
事
業
を
除
い

て
指
定
管
理
を
考
え
て
い
ま
す
。
旧
分
庁

舎
、
現
市
民
会
館
、
中
央
公
民
館
の
維
持
管

理
経
費
は
年
間
約
３
千
２
０
０
万
円
、
分
じ

ろ
う
、
十
じ
ろ
う
、
立
体
駐
車
場
、
市
民
文

化
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
の
管
理
、
運
営
費

の
合
計
は
、
年
間
約
７
千
万
円
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
整
備
の
財
源
と
し
て

い
る
合
併
特
例
債
な
ど
起
債
償
還
金
は
実
負

担
額
が
約
８
億
５
８
０
万
円
で
、
15
年
間
で

毎
年
均
等
で
償
還
す
る
と
、
年
平
均
が
約

５
千
３
７
２
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

農業委員会による作況調査

例
等
を
参
考
に
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

制
定
に
向
け
検
討
し
ま
す
。
手
話
言
語
条
例

に
つ
い
て
、
市
と
し
て
は
聴
覚
障
害
者
福
祉

協
会
等
と
意
見
交
換
を
行
い
、
条
例
に
つ
い

て
共
に
理
解
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
聴

覚
障
が
い
の
方
に
と
っ
て
の
社
会
的
障
壁
を

な
く
す
よ
う
な
方
策
を
一
緒
に
考
え
た
い
と

考
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
条
例
は
、
作
っ
て
終

わ
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
共
に
暮
ら
す
共
生
社
会

を
実
現
す
る
と
い
う
市
民
の
皆
様
の
意
識
改

革
こ
そ
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
に

お
互
い
の
啓
発
も
兼
ね
た
現
場
レ
ベ
ル
か
ら

の
取
組
み
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
山
達
也 

議
員

村
山
邦
一 

議
員

一般質問については、紙面の都合上要旨を掲載しています。
【会議録検索】https://www.kaigiroku.net/kensaku/tokamachi/tokamachi.html 市政のここが聞きたい!一般 質問

※《ヤングケアラー》　

　病気や障がいなどで介護を必要とす
る祖父母や兄弟など、家族を日常的に
介護・世話をして
いる小中学生を含
む未成年の子ども
や学生などの若者
のこと。
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市政のここが聞きたい!一般 質問

社
会
保
障
の
充
実
・

　

雇
用
の
拡
大
を
図
る
経
済
対
策
を

第
４
期
十
日
町
市
障
が
い
福
祉
計
画

と
民
生
委
員
の
活
動
支
援

質
問 
地
域
経
済
の
振
興
は
焦
眉
の
課
題
。

一
部
の
大
企
業
や
大
株
主
に
巨
額
の
利
益
を

も
た
ら
す
経
済
対
策
か
ら
、
家
計
を
あ
た
た

め
、
経
済
の
好
循
環
を
生
み
出
す
転
換
が
必

要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
基
本
的
見
解
を
伺

い
た
い
。

答
弁 

新
卒
の
雇
用
も
今
は
売
り
手
市
場
に

変
わ
り
、
有
効
求
人
倍
率
も
上
昇
し
、
最
低

賃
金
も
少
し
ず
つ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
経
済

的
な
構
造
改
革
を
進
め
る
中
で
、
日
本
が
世

界
の
中
で
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
覚
し
た
経

済
政
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

時
間
は
も
う
少
し
か
か
り
ま
す
が
、
経
済
状

況
は
非
常
に
い
い
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
め
る

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

質
問 

介
護
・
医
療
の
現
場
、
建
設
業
現
場

か
ら
、
人
材
育
成
、
人
に
お
金
を
か
け
る
と

い
う
観
点
か
ら
聞
き
た
い
。
介
護
事
業
所
は
、

介
護
報
酬
削
減
の
も
と
で
経
営
に
苦
労
し
て

い
る
。
介
護
福
祉
士
の
介
護
職
員
に
占
め
る

割
合
は
28
％
、
国
の
基
準
の
半
分
。
市
と
し

て
具
体
的
支
援
策
の
強
化
は
ど
う
か
。

答
弁 

当
市
の
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
の
デ
ー

タ
を
見
る
と
、
介
護
の
職
種
の
方
が
多
く
、

施
設
で
も
手
が
足
り
な
い
と
い
う
課
題
も
あ

る
の
で
、
福
祉
の
現
場
で
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を

解
決
す
る
た
め
、
市
も
さ
ら
な
る
対
応
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

質
問 

障
が
い
者
施
策
は
、
総
合
計
画
の
重

要
指
針
で
す
。
障
が
い
者
が
地
域
で
安
心
し

て
生
活
す
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
の
方
策

を
定
め
た
障
が
い
福
祉
計
画
に
基
づ
い
て
展

開
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
年
に
１

回
は
新
規
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
導
入
し

利
用
状
況
を
確
認
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
現
状
と
見
直
し
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

前
年
度
実
績
の
評
価
、
見
直
し
は
、

自
立
支
援
協
議
会
で
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
こ
れ
か
ら
行
う
予
定
で
す
。
評
価
、
見
直

し
の
中
で
必
要
が
あ
れ
ば
計
画
変
更
も
し
て

い
く
予
定
で
す
。

質
問 

地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
に
乗
る
民

生
委
員
が
12
月
、
全
国
一
斉
に
改
選
を
迎
え

ま
す
。
日
常
的
な
見
守
り
活
動
な
ど
、
委
員

の
皆
様
の
役
割
や
期
待
は
ま
す
ま
す
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。
複
雑
化
す
る
相
談
の
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁 

当
市
に
お
い
て
も
困
難
事
例
へ
の
対

応
は
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

地
域
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
い
て
地
域
の
実

情
を
把
握
し
て
い
る
委
員
の
皆
様
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
専
門
機
関
と
協
力
し

な
が
ら
よ
り
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
内
に
は
現

在
９
つ
の
地
域
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協

議
会
が
あ
り
、
地
区
ご
と
に
毎
月
定
例
会
議

上流からの流木と土砂の山（川原町）

質
問 

当
市
の
建
設
業
は
10
年
で
千
人
も
減

っ
て
い
る
。
民
有
林
の
整
備
は
急
務
。
森
林

経
営
計
画
の
概
要
、
提
案
型
集
約
化
施
業
、

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
等
を
具
体
化
で
き
な

い
か
。

答
弁 

平
成
25
年
に
ふ
る
さ
と
の
森
づ
く
り

で
、
10
年
計
画
の
市
の
森
林
整
備
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
森
林
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
森
林
に
つ
い
て
ど

う
い
う
形
で
整
備
す
る
か
、
森
林
組
合
等
と

話
す
中
で
ど
う
い
う
支
援
が
で
き
る
か
勉
強

し
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
市
有
林
に
関
し

て
は
年
間
40
～
50
ha
整
備
し
た
と
す
る
と

約
25
年
程
で
一
回
り
し
ま
す
の
で
、
そ
う
し

た
方
針
で
し
っ
か
り
と
整
備
す
る
た
め
予
算

化
し
よ
う
と
向
か
っ
て
い
ま
す
。

を
開
催
し
、
そ
の
中
で
困
難
な
事
例
を
話
し

合
っ
た
り
情
報
を
共
有
し
、
研
修
を
重
ね
て

い
ま
す
。
今
後
も
地
域
住
民
に
一
番
近
い
立

場
で
地
域
の
福
祉
を
担
う
委
員
の
皆
様
が
、

よ
り
一
層
活
動
し
や
す
い
よ
う
、
事
務
局
を

担
当
す
る
各
課
を
中
心
に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

に
当
た
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た

め
、
そ
し
て
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
に
委
員

の
皆
様
と
連
携
し
て
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。

安
保
寿
隆 

議
員

羽
鳥
輝
子 

議
員

　介護を必要としない障がいのある方が地
域の中で家庭的な雰囲気の下、家事等の日
常生活上の支援を受けながら共同で生活を
行う住まいの場です。
　１つの住居の利用者の平均は５名程で、
より家庭的な生活の場となっています。

障がい者が地域で安心して生活するための支援

《グループホーム》
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小
中
一
貫
教
育
の
現
状
と
学
習

指
導
要
領
の
ま
と
め
案
に
つ
い
て

十
日
町
市
の
空
家
対
策
に
つ
い
て

障
害
者
の
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

高
橋
俊
一 

議
員

庭
野
政
義 

議
員

質
問 

３
年
間
の
モ
デ
ル
校
の
試
行
か
ら
始

ま
っ
た
十
日
町
市
小
中
一
貫
教
育
だ
が
、
５

年
が
経
っ
た
現
在
の
状
況
は
ど
う
か
。
中
一

ギ
ャ
ッ
プ
の
減
少
や
、
全
国
学
力
検
査
で
の

学
力
向
上
、
長
引
く
不
登
校
の
実
態
、
特
別

支
援
教
育
の
充
実
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

中
学
校
区
で
は
小
中
一
貫
教
育
が
定

着
し
て
き
て
お
り
、
新
し
い
取
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
い
る
段
階
で
す
。
他
の
中
学
校

区
で
は
、
モ
デ
ル
校
を
参
考
に
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
合
っ
た
取
組
み
を
考
え
、
実
践
を
積

み
重
ね
て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｒ
Ｔ
と
い
う
学
力
テ

ス
ト
で
は
、
小
中
学
校
と
も
全
国
平
均
を
上

回
り
ま
し
た
。
今
後
も
小
中
学
校
の
連
携
を

充
実
さ
せ
、
授
業
改
善
を
通
し
て
学
力
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
ま
す
。
不
登
校
に
つ
い

て
は
、
昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
、
新
た
な
不

登
校
を
出
さ
な
い
取
組
み
が
も
と
と
な
り
、

成
果
が
少
し
ず
つ
見
え
て
い
ま
す
。
小
学
校

か
ら
中
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
の
情
報
交

換
を
学
校
間
で
こ
れ
ま
で
以
上
に
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
特
別

な
支
援
を
要
す
る
児
童
が
年
々
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
小
中
学
校

が
連
携
し
、
幼
稚
園
、
保
育
園
と
の
連
携
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

中
教
審
に
よ
る
次
期
学
習
指
導
要
領

質
問 

空
家
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
が
施
行
さ
れ
１
年
が
過
ぎ
た
が
、
十
日

町
市
に
お
け
る
空
家
対
策
の
現
状
を
伺
い
ま

す
。
壊
れ
た
家
と
隣
接
状
態
の
人
は
恐
怖
と

不
安
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

解
決
の
方
法
は
な
い
の
か
。

答
弁 

現
在
市
で
把
握
し
て
い
る
の
は
40
棟

で
、
そ
の
中
か
ら
危
険
性
の
高
い
空
家
７
棟

を
特
定
空
家
と
判
定
し
、
優
先
的
に
対
処
し

て
お
り
、
そ
の
内
１
棟
は
今
年
度
中
に
除
却

が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
残

る
６
棟
に
つ
い
て
も
新
年
度
か
ら
体
制
を
整

え
、
し
っ
か
り
と
解
決
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

相
手
方
が
い
な
い
空
家
の
場
合
に
は
、
市
の

負
担
で
除
却
な
ど
が
で
き
る
方
法
も
あ
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
空
家
の
発
生
自
体
の
抑
制
、

利
活
用
、
除
却
と
い
っ
た
空
家
に
関
す
る
施

策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

質
問 

市
報
に
は
不
在
者
投
票
の
可
能
性
を

示
す
記
事
が
あ
り
、
申
し
込
ん
だ
が
却
下
さ

れ
た
。
今
後
も
う
少
し
障
害
者
へ
の
配
慮
は

で
き
な
い
か
。

答
弁 
不
在
者
投
票
の
規
制
緩
和
に
か
か
わ

る
こ
と
で
す
が
、
選
挙
の
公
正
さ
を
保
つ
た

め
、
投
票
資
格
要
件
や
投
票
方
法
は
公
職
選

挙
法
及
び
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
り
執
行
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
煩
雑
な
手
続
き
を
要
し

倒壊の危険性の高い空家への対策を（画像一部修正）

何を理解しているか
何ができるか

育成すべき資質・能力の三つの柱（案）

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を
総合的にとらえて構造化

理解していること・できる
ことをどう使うか

どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか

学びに向かう力
人間性等

知識・能力 思考力・判断力・表現力等

次期学習指導要領（案）　文部科学省

ま
と
め
案
が
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
特

筆
さ
れ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
」

の
受
け
入
れ
方
や
２
０
２
０
年
か
ら
小
学
校

５
、６
年
生
で
進
め
ら
れ
る
外
国
語
教
育
の

年
間
70
時
間
枠
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁 

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
グ
ル
ー
プ

活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
わ
か
る
授
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
既
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
授
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
活
動
あ
っ
て
学
び
な
し
と
な
ら
な
い

よ
う
現
場
に
指
導
し
た
い
と
考
え
ま
す
。
外

国
語
教
育
に
つ
い
て
は
、
教
員
の
多
忙
感
が

増
さ
な
い
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
充
実
し
た
学

習
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
指
導
力
向
上
の
研

修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
す
。
市
が
独
自
に
規
定
を
変
え
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
範
囲
の
中
で
最
大
限
の

ご
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ

う
し
た
点
を
重
々
わ
き
ま
え
な
が
ら
、
よ
り

よ
い
選
挙
に
な
る
よ
う
、
我
々
が
で
き
る
範

囲
の
中
で
、
限
度
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
し
た
部
分
に
つ
い
て
勉
強
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

市政のここが聞きたい!一般 質問一般質問については、紙面の都合上要旨を掲載しています。
【会議録検索】https://www.kaigiroku.net/kensaku/tokamachi/tokamachi.html
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当
市
の
山
間
地
に
お
け
る

　

独
自
の
農
業
施
策
を
求
む

宮
中
水
力
発
電
と

市
長
の
今
後
の
市
政
運
営
を
問
う

質
問 
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
協
定
書
の
署
名
を
受
け
、

国
は
農
業
生
産
者
に
規
模
拡
大
と
コ
ス
ト
の

削
減
に
よ
る
生
き
残
り
を
強
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
規
模
拡
大
の
不
可
能
な
当
市
山
間
部

の
農
業
切
り
捨
て
と
も
言
え
、
高
齢
化
し
た

集
落
・
家
族
営
農
は
近
い
将
来
崩
壊
が
予
測

さ
れ
ま
す
が
考
え
を
伺
い
ま
す
。
❶
国
の
推

進
す
る
大
規
模
化
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
農

業
振
興
策
は
当
市
に
と
っ
て
有
益
と
考
え
る

か
。
❷
山
間
地
農
業
・
山
間
地
集
落
の
将
来

像
を
い
か
に
考
え
る
か
。
❸
独
自
に
山
間
地

農
業
の
維
持
・
存
続
の
た
め
の
施
策
実
行
の

考
え
は
な
い
か
。

答
弁 

⃝①
当
地
域
は
優
良
農
地
が
多
く
、
国

の
大
規
模
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と
競
争
力

あ
る
農
業
振
興
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
る
地
域
で
あ
り
、
有
益
と
考
え
ま
す
。
一

方
、
山
間
部
は
ほ
場
条
件
が
厳
し
い
こ
と
か

ら
地
域
ぐ
る
み
で
農
業
を
守
る
体
制
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
市
と
し
て
、
国
県
の

推
進
す
る
施
策
に
加
え
、
特
色
あ
る
支
援
策

を
推
進
し
農
業
振
興
を
図
り
ま
す
。
⃝②
山
間

地
農
業
、
集
落
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず
農

業
者
の
確
保
、
育
成
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

特
に
新
規
就
農
者
の
確
保
が
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。
最
近
は
田
園
回
帰
の
流
れ
や
大
地
の

芸
術
祭
等
を
き
っ
か
け
に
山
間
地
を
中
心
に

新
規
就
農
者
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住

質
問 

宮
中
発
電
所
の
基
本
的
な
事
業
計
画

に
つ
い
て
伺
う
。
❶
事
業
の
主
体
者
及
び
管

理
主
体
は
誰
が
担
う
の
か
。
❷
土
地
所
有
権
、

水
利
権
、
漁
業
権
な
ど
の
権
利
関
係
と
自
然

環
境
保
全
な
ど
の
法
規
制
の
ク
リ
ア
の
見
通

し
❸
莫
大
な
投
資
額
の
資
金
調
達
の
見
通
し

❹
事
業
規
模
と
採
算
性
、
利
益
還
元
の
還
元

先
と
還
元
方
法
に
つ
い
て

答
弁 

⃝①
基
本
計
画
策
定
の
た
め
、
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行
い
、
７
月
末
に
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
決
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
基

本
計
画
策
定
の
中
で
事
業
主
体
な
ど
事
業
ス

キ
ー
ム
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。
⃝②
基
本
計

画
の
骨
子
が
策
定
さ
れ
た
段
階
で
関
係
者
と

協
議
を
進
め
ま
す
。
⃝③
補
助
金
の
活
用
と
民

間
か
ら
の
出
資
、
融
資
、
基
金
の
活
用
な
ど

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
が
事
業
主
体
と
な
る

場
合
に
は
起
債
の
活
用
も
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
民
間
資
金
の
活
用
に
よ
り
公
共
施

設
等
を
整
備
す
る
こ
と
も
一
つ
の
選
択
肢
だ

と
思
い
ま
す
。
⃝④
基
本
計
画
の
中
で
事
業
規

模
を
定
め
具
体
的
な
採
算
性
を
検
討
す
る
予

定
で
す
。
利
益
の
還
元
先
は
、
市
民
及
び
市

内
企
業
等
を
想
定
し
て
お
り
、
そ
の
方
法
と

し
て
各
種
施
策
実
施
の
た
め
の
財
源
や
各
種

利
用
料
の
軽
減
、
ま
た
市
民
や
市
内
企
業
の

電
気
料
の
軽
減
等
を
考
え
て
い
ま
す
。

質
問 

❶
27
年
度
決
算
の
自
己
評
価
と
今
後

水力発電所予定地（中里 宮中取水ダム）

が
着
実
に
増
え
、
当
市
な
ら
で
は
の
強
み
も

見
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
お
試
し
移
住

の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
こ
の
事
業
に
よ
り
、
将
来
の
移
住
、

就
農
に
結
び
付
け
た
い
と
考
え
ま
す
。
市
で

は
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
続
け
る
こ
と
に
よ

り
、
小
さ
く
と
も
特
色
あ
る
集
落
を
将
来
像

に
描
い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
⃝③
既
に

市
単
事
業
で
中
山
間
地
農
業
の
維
持
、
存
続

の
た
め
の
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
平
場

地
域
と
の
格
差
是
正
の
た
め
に
上
乗
せ
補
助

も
行
っ
て
い
ま
す
。
成
功
し
て
い
る
集
落
の

事
例
を
紹
介
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
各
地
域

の
取
組
み
の
後
押
し
を
進
め
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
有
効
な
支
援
策
を
検
討
し
ま
す
。

の
重
要
課
題
は
何
か
。
❷
泉
田
新
潟
県
知
事

の
知
事
選
出
馬
辞
退
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

❸
次
期
市
長
選
挙
に
向
け
た
意
欲
を
伺
う
。

答
弁 

⃝①
計
画
し
た
事
業
も
予
定
ど
お
り
実

施
で
き
た
の
で
一
定
の
評
価
は
で
き
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
就
労
の
場
の
確
保
や
結
婚
、

出
産
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
進
め
、
転
出

者
の
抑
制
と
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
増

加
を
図
り
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
活
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。
⃝②
大
変
残
念
で
す

が
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
が
打
ち
出
す
政
策
に

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
⃝③
喫
緊
の
課
題

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
で
総
合
的
に
判
断
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

小
野
嶋
哲
雄 

議
員

藤
巻
　
誠 

議
員

市政のここが聞きたい!一般 質問

H26年度実績 H27年度実績 前年対比

交付額 492,723 438,428 ▲54,295

協定数 109 106 ▲3

H26年度実績 H27年度実績 前年対比

交付額 36,189 212,911 176,722

協定数 52 80 28

中山間地域等直接支払交付金
� （単位：千円）

� （十日町市実績）

多面的機能支払交付金
� （単位：千円）
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子
育
て
環
境
の
充
実
に

保
護
者
の
負
担
軽
減
は
欠
か
せ
な
い

障
が
い
者
差
別
解
消
条
例
策
定
と

移
住
促
進
に
つ
い
て

質
問 

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
化
し
て

い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
夢
や

希
望
を
育
む
対
策
が
待
っ
た
な
し
で
す
。
そ

の
認
識
と
対
策
、
学
校
教
育
に
お
い
て
子
ど

も
の
貧
困
が
及
ぼ
す
影
響
の
認
識
は
。

答
弁 

保
護
者
の
失
業
、
病
気
、
ひ
と
り
親

世
帯
な
ど
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
こ
う

し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
幼
児
期
に
お
い
て
は

県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
保
育
料
軽
減
、
子
ど

も
医
療
費
助
成
の
継
続
、
保
育
園
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
、
子
育
て
用
品
購
入
費

の
給
付
等
、
子
育
て
支
援
の
一
層
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、

就
学
援
助
制
度
が
貧
困
状
況
を
探
る
一
つ
の

手
が
か
り
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
貧
困

に
よ
り
、
本
来
あ
る
べ
き
家
庭
の
機
能
が
十

分
保
障
さ
れ
な
い
場
合
、
学
校
生
活
全
般
に

支
障
を
来
し
、
学
業
不
振
や
生
徒
指
導
上
の

問
題
等
に
苦
し
む
子
ど
も
も
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
経
済
的
な
問
題
か
ら
、
子
ど
も
の
将

来
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左
右

さ
れ
な
い
よ
う
、
ま
た
貧
困
が
世
代
を
超
え

て
連
鎖
し
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
学
校
等
と
情
報
を
共
有
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
の
評
価
、
見
直
し
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問 

貧
困
の
社
会
問
題
化
の
背
景
に
は
、

非
正
規
労
働
と
合
わ
せ
社
会
保
障
の
再
分
配

質
問 

十
日
町
版
「
障
が
い
者
差
別
解
消
条

例
」
策
定
は
誰
も
が
分
け
隔
て
な
く
お
互
い

を
尊
重
し
一
緒
に
学
び
、
働
き
、
文
化
活
動

に
参
加
し
、
共
に
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

十
日
町
市
実
現
に
は
必
要
不
可
欠
の
条
例
で

す
。
一
日
も
早
い
制
定
を
提
案
し
ま
す
。

答
弁 

ま
ず
は
自
立
支
援
協
議
会
の
権
利
擁

護
部
会
で
差
別
に
関
す
る
現
状
把
握
と
情
報

共
有
を
図
り
、
関
係
者
で
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
ど
う
す
れ
ば
差
別
解
消
に
つ
な
げ
て
い

け
る
か
、
現
場
レ
ベ
ル
の
取
組
み
か
ら
始
め

た
い
と
思
い
ま
す
。
障
が
い
に
よ
る
差
別
を

解
消
す
る
取
組
み
を
進
め
る
た
め
に
、
差
別

に
関
す
る
相
談
、
啓
発
活
動
、
権
利
擁
護
部

会
で
の
取
組
み
と
そ
れ
を
受
け
た
自
立
支
援

協
議
会
で
の
取
組
み
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

質
問 

人
口
対
策
問
題
は
一
朝
一
夕
に
は
解

決
で
き
な
い
難
題
で
す
が
、
全
国
自
治
体
が

直
面
す
る
「
最
大
の
行
政
課
題
」
で
す
。
看

護
師
や
介
護
福
祉
士
等
、
職
種
に
特
化
し
た

移
住
促
進
策
や
就
農
希
望
者
の
定
住
促
進
と

し
て
農
地
取
得
下
限
面
積
の
検
討
を
提
案
し

ま
す
。

答
弁 
定
住
支
援
に
関
し
て
は
、
夫
婦
で
の

転
入
を
基
本
と
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご

意
見
、
ご
要
望
な
ど
を
承
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
公
平
性
を
担
保
す
る
た
め
に
要
綱
を

制
定
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
が
、

作業所で働く人達

機
能
が
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
こ
と
の
現

れ
、
自
己
責
任
論
で
は
貧
困
解
決
の
道
を
見

い
出
せ
な
い
。

答
弁 

今
は
ま
だ
資
本
主
義
経
済
が
荒
波
を

受
け
て
い
る
過
程
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
国
に
お
い
て
貧
困
対
策
を
す
る
べ
き

タ
イ
ミ
ン
グ
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。

質
問 

保
護
者
負
担
を
軽
減
し
て
、
子
ど
も

と
向
き
合
え
る
時
間
を
増
や
し
て
や
る
こ
と

が
重
要
。

答
弁 
厚
労
省
の
所
得
の
再
分
配
調
査
報
告

書
で
は
、
母
子
世
帯
の
税
、
社
会
保
障
の
部

分
に
つ
い
て
の
負
担
は
抑
え
ら
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
現
在
、
国
と
地
方
で
そ
れ
ぞ
れ
の

で
き
る
こ
と
を
進
め
て
い
る
状
況
で
す
の
で
、

そ
こ
に
新
た
な
支
援
を
加
え
る
の
か
ど
う
か
、

対
象
世
帯
を
ど
う
広
げ
て
い
く
か
が
今
後
の

重
要
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
種
に

特
化
し
た
施
策
と
し
て
は
、
い
ろ
ん
な
支
援

策
が
あ
っ
て
、
一
定
以
上
市
内
に
住
ん
で
就

業
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
奨
学
金
が
返
済
免
除

と
な
る
制
度
な
ど
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
支

援
対
象
を
定
め
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
な
職

種
に
当
て
は
め
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
、

今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
制
度
の
公
平
性
と
い

っ
た
も
の
を
し
っ
か
り
固
め
な
が
ら
、
さ
ら

に
広
げ
て
い
く
努
力
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

鈴
木
和
雄 

議
員

太
田
祐
子 

議
員

全国の貧困率の状況

� ※新潟県子ども貧困対策推進計画より転載

H12 H15 H18 H21 H24

相対的貧困率 15.3％ 14.9％ 15.7％ 16.0％ 16.1％

子どもの貧困率 14.5％ 13.7％ 14.2％ 15.7％ 16.3％

子どもがいる現役
世帯の貧困率 13.1％ 12.5％ 12.2％ 14.6％ 15.1％

大人が１人 58.2％ 58.7％ 54.3％ 50.8％ 54.6％

大人が２人以上 11.5％ 10.5％ 10.2％ 12.7％ 12.4％

貧困線 137万円 130万円 127万円 125万円 122万円

ま
た
こ
れ

か
ら
足
ら

ざ
る
と
こ

ろ
を
勉
強

さ
せ
て
い

た
だ
き
た

い
と
思
い

ま
す
。

市政のここが聞きたい!一般 質問一般質問については、紙面の都合上要旨を掲載しています。
【会議録検索】https://www.kaigiroku.net/kensaku/tokamachi/tokamachi.html
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地
方
創
生
交
付
金
を
財
源
と
す
る

農
業
施
策
と
観
光
施
策
に
つ
い
て

質
問 
国
は
地
方
の
人
口
減
少
が
地
域
経
済

の
縮
小
を
呼
び
、
地
域
経
済
の
縮
小
が
人
口

減
少
を
加
速
さ
せ
る
と
し
、
人
口
動
向
か
ら

な
る
地
方
に
目
指
す
べ
き
地
方
の
将
来
性
を

踏
ま
え
、
各
市
町
村
に
総
合
戦
略
を
策
定
さ

せ
、
地
方
創
生
交
付
金
を
事
業
単
位
で
採
択

認
定
を
い
た
し
ま
し
た
。
❶
そ
こ
で
十
日
町

市
総
合
戦
略
か
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
米
の
流
通

拠
点
事
業
（
和
光
市
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
と

わ
こ
」）
の
将
来
的
な
成
果
と
市
長
と
し
て

の
事
業
へ
の
思
い
は
。
❷
同
じ
く
豪
雪
体
感

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
成
果
イ
メ
ー
ジ
と
、

市
長
と
し
て
当
市
の
観
光
産
業
が
こ
れ
か
ら

ど
の
よ
う
に
な
れ
ば
と
お
考
え
か
。

答
弁 

⃝①
和
光
市
は
首
都
圏
全
体
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
に
お
い
て
、
非
常
に
利
便
性
が
良

く
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
首
都
圏
で
の
迅

速
な
販
売
、
営
業
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
周
辺
に
は
た
く
さ
ん
の
住
宅

地
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
へ
の
販
売
、

売
り
込
み
が
大
い
に
期
待
で
き
る
と
思
い
ま

す
。
加
え
て
、
観
光
誘
客
や
交
流
、
ま
た
移

住
の
促
進
活
動
な
ど
も
展
開
し
、
さ
ら
に
防

災
備
蓄
倉
庫
の
機
能
も
持
た
せ
、
万
が
一
、

友
好
交
流
都
市
の
災
害
時
に
は
、
そ
こ
に
あ

る
食
糧
の
提
供
も
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
当
市
の
農

業
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
全
般
の

振
興
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

⃝②
大
地
の
芸
術
祭
の
ほ
か
、
雪
と
ア
ウ
ト
ド

ア
が
当
市
の
非
常
に
有
効
な
外
国
人
向
け
の

観
光
資
源
で
あ
る
と
い
う
調
査
結
果
を
得
て

い
ま
す
。
特
に
雪
に
強
い
関
心
を
示
し
た
香

港
、
台
湾
、
タ
イ
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、

市
場
の
声
を
的
確
に
捉
え
た
豪
雪
体
感
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
事
業
を
展
開
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

環
境
整
備
を
は
じ
め
、
豪
雪
を
キ
ー
ワ
ー
ド

と
す
る
商
品
開
発
や
外
国
人
観
光
客
の
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
整
備
、
受
け
入
れ
体
制
整
備

に
取
り
組
み
ま
す
。
生
活
苦
で
し
か
な
か
っ

た
雪
が
経
済
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
住

民
の
意
識
に
も
変
化
が
生
ま
れ
て
新
た
に
観

光
事
業
に
取
り
組
む
事
業
者
が
出
て
く
る
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
観
光
産
業
の
展
望
に
は

不
可
欠
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

福
崎
哲
也 

議
員

　

私
達
の
会
派
で
は
研
修
会
へ
の
参
加
や
予

算
に
関
す
る
要
望
活
動
、
ま
た
時
々
の
課
題

を
取
り
上
げ
て
、
市
長
に
申
し
入
れ
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
一
端
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

長
野
市
で
開
催
さ
れ
た
議
員
研
修
会
で
は
、

人
口
減
少
と
地
域
・
公
共
施
設
の
再
編
成
を

受
講
、
ま
た
、
自
治
体
が
主
導
す
る
途
切
れ

の
な
い
医
療
・
介
護
体
制
づ
く
り
と
題
し
た

記
念
講
演
と
、
ど
ち
ら
も
講
師
が
大
学
の
教

授
で
多
く
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

予
算
要
望
で
は
、
安
心
で
き
る
生
活
環

境
の
整
備
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
要
望

し
、
支
所
機
能
の
充
実
と
除
雪
対
策
、
そ
の

中
で
も
高
齢
者
世
帯
・
生
活
困
難
世
帯
へ
の

支
援
並
び
に
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に
同

意
し
な
い
こ
と
と
実
効
性
あ
る
避
難
計
画
等

を
要
望
し
ま
し
た
。
医
療
、
介
護
、
子
育
て

支
援
、
暮
ら
し
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
診
療

所
の
医
師
確
保
と
看
護
師
養
成
所
設
置
に
力

を
注
ぐ
こ
と
、
介
護
職
員
不
足
改
善
へ
の
取

組
み
を
、
保
育
園
の
統
廃
合
・
民
営
化
は
見

直
し
、
保
育
士
の
正
職
員
化
と
処
遇
改
善
を

お
願
い
し
、
国
保
の
都
道
府
県
化
は
国
民
皆

日
本
共
産
党

十
日
町
市
議
団

会
派
通
信

か
い
は 

つ
う
し
ん

保
険
制
度
を
崩
し
か
ね
な
い
た
め
十
分
な
検

討
と
対
策
等
を
要
望
し
ま
し
た
。
地
域
産
業

振
興
、
農
業
振
興
、
雇
用
確
保
対
策
に
つ
い

て
は
、
小
規
模
・
中
小
零
細
企
業
の
実
態
調

査
と
雇
用
環
境
調
査
、
公
契
約
制
度
の
創
設

を
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
参
加
中
止
と
と
も
に
、
農
業

の
多
面
的
機
能
や
役
割
を
重
視
、
市
単
小
規

模
土
地
改
良
事
業
で
は
嵩
上
げ
を
、
新
農
業

委
員
任
命
で
は
地
域
の
自
主
性
の
尊
重
等
を

要
望
し
、
そ
の
他
重
要
課
題
に
つ
い
て
も
何

点
か
要
望
し
ま
し
た
。
時
々
の
課
題
で
は
大

地
の
芸
術
祭
に
つ
い
て
、
第
一
回
か
ら
第
六

回
展
ま
で
の
総
事
業
費
は
ハ
ー
ド
事
業
を
含

め
百
億
円
を
超
え
る
巨
額
の
経
費
を
か
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
公
開
質
問
状
を
提
出
し
回

答
を
得
ま
し
た
。
内
容
を
精
査
し
事
業
費
や

北
川
氏
と
の
契
約
の
透
明
性
、
作
品
の
あ
り

方
、
市
民
主
体
の
事
業
と
な
る
よ
う
求
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

豪雪体感で目指せ外国人誘客

市長への予算要望

市政のここが聞きたい!一般 質問
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泥団子の壁の前にて（分じろう）

現 在 の 清 津 川 の 様 子

議
会

ポ
ー
ト

レ

産
業
建
設
常
任

　
委
員
会
視
察
報
告

REPORT 1

信
濃
川
・
清
津
川
対
策

　
特
別
委
員
会
報
告

REPORT 2

 

【
管
内
視
察
】
平
成
28
年
４
月
26
日

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
分
じ
ろ

う
」、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
「
十
じ

ろ
う
」
を
産
業
観
光
部
、
建
設
部
の

担
当
課
長
よ
り
説
明
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
新
装
な
っ
た
２
施
設
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

と
活
性
化
の
た
め
に
、
国
の
交
付
金

を
活
用
し
て
取
り
組
ん
だ
事
業
で
あ

り
、
先
行
し
て
民
間
で
取
り
組
ん
だ

旧
田
倉
跡
地
の
ア
ッ
プ
ル
十
日
町
、

サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
く
る
る
」、
産
業

文
化
発
信
館
「
い
こ
て
」、
ま
た
現

在
建
設
中
の
市
民
文
化
ホ
ー
ル
、
旧

織
物
会
館
跡
地
に
は
立
体
駐
車
場

（
１
２
９
台
収
容
）
の
建
設
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
市

民
の
交
流
や
文
化
活
動
の
場
と
し
て

有
効
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
「
分
じ
ろ
う
は
」
１
階
に
国
宝
の

展
示
が
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
、
２
階
に

は
茶
室
を
移
設
し
和
の
空
間
を
設
け

て
あ
り
、
強
く
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け

ま
し
た
。「
十
じ
ろ
う
」
は
１
階
に

展
示
ス
ペ
ー
ス
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
２

階
、
３
階
は
会
議
や
工
作
ス
ペ
ー
ス

と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
施
設
に
つ
い

て
は
、
今
後
利
用
者
と
運
営
者
が
し

っ
か
り
連
携
し
て
実
を
上
げ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
「
ベ
ル
ナ
テ

ィ
オ
」、
㈱
美
郷
の
視
察
を
同
日
行

い
ま
し
た
。
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
は
震
災

後
落
ち
込
ん
だ
宿
泊
客
を
営
業
努
力

で
挽
回
、
今
年
度
は
12
万
人
を
目
指

し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
㈱

美
郷
は
市
の
企
業
設
置
奨
励
条
例

を
活
用
し
て
惣
菜
加
工
場
を
建
設

し
（
７
千
９
百
万
円
）、
６
次
産
業

に
取
り
組
み
、
地
元
の
食
材
を
生
か

し
、
地
域
の
女
性
を
雇
用
し
て
販
路

を
拡
大
し
て
業
績
を
伸
ば
し
て
い
ま

す
。
６
次
産
業
の
成
功
事
例
と
し
て

地
域
の
モ
デ
ル
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
活
動
に
つ
い
て

感
じ
る
こ
と

�

（
十
日
町�

65
歳�

男
性
）

皆さんも市議会を
傍聴してみませんか!
　次の12月定例会は、12月初
旬に予定しています。詳しくは議
会事務局へご照会ください。

☎ 025-757-3119（直通）

議
会

聴
傍

◆
魚
野
川
・
清
津
川
関
係
協
議
会
の

そ
の
後

　

清
津
川
で
東
京
電
力
が
発
電
取
水

し
、
別
水
系
の
魚
野
川
に
放
流
し
て

い
る
「
清
津
川
分
水
問
題
」
が
新
た

な
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
泉
田
新
潟
県
知
事
の
仲

介
で
、
十
日
町
市
長
と
南
魚
沼
市
長

が
５
年
前
に
３
者
会
談
で
同
意
し
た

「
清
津
川
の
水
に
頼
ら
な
い
魚
野
川

流
域
の
水
資
源
確
保
の
抜
本
策
」
に

つ
い
て
、
第
10
回
魚
野
川
流
域
水
資

源
確
保
検
討
委
員
会
で
、
魚
野
川
の

正
常
水
量
と
水
資
源
確
保
対
策
に
つ

い
て
一
定
の
結
論
が
示
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

そ
の
内
容
は
、
正
常
流
量
の
設
置

に
つ
い
て
は
概
ね
妥
当
と
結
論
付

け
、
水
資
源
確
保
対
策
と
し
て
４
案

（
ダ
ム
、
地
下
水
取
水
、
た
め
池
、

既
得
水
利
の
合
理
化
）
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、

数
百
億
円
規
模
の
費
用
が
必
要
で
あ

り
、解
決
す
べ
き
課
題
が
多
い
た
め
、

そ
の
実
現
は
容
易
で
は
な
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。
そ
の
結
論
を
受
け
て

開
催
し
た
第
18
回
流
域
水
環
境
検
討

協
議
会
で
は
、
今
後
の
方
向
性
と
し

て
、新
た
な
検
討
チ
ー
ム
を
設
置
し
、

実
現
可
能
な
案
を
ま
と
め
る
こ
と
で

了
承
し
ま
し
た
。

　

十
日
町
市
と
し
て
は
、
今
後
も
、

最
終
的
に
は
、
全
量
を
清
津
川
に
戻

す
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

　

当
特
別
委
員
会
と
し
て
は
、
５
年

も
の
歳
月
を
費
や
し
た
結
論
に
は
納

得
し
か
ね
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

抜
本
的
な
解
決
の
た
め
、
新
た
に
設

置
さ
れ
た
検
討
チ
ー
ム
の
動
き
を
注

視
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
一
般
質
問
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
議
員
の
質
問
、
答
弁
す
る
市
、

し
っ
か
り
と
準
備
し
議
会
対
応
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
。
議
員
さ
ん
か
ら
は
、
市
政
へ
の
提

言
、
提
案
を
積
極
的
に
お
願
い
し
ま
す
。
来

年
４
月
に
改
選
を
迎
え
る
十
日
町
市
議
会
、

議
員
各
々
で
市
政
報
告
会
、
議
会
報
告
会
を

開
催
し
、
活
動
状
況
が
わ
か
る
議
員
も
お
ら

れ
ま
す
が
、
年
月
と
と
も
に
活
動
が
見
え
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
議
会
は
行
政
の
チ

ェ
ッ
ク
機
能
と
併
せ
て
議
決
機
関
で
も
あ

り
、
市
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
議
員
さ
ん
は
住

民
の
代
表
で
あ
り
、
住
民
の
声
を
行
政
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
本
質
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
市
政
発
展
の
た
め
、
一
層
の
ご
活

躍
を
お
願
い
し
ま
す
。
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賛否等の状況

議
案
番
号
等

議
決
結
果

賛　
　
　

成

反　
　
　

対

政策クラブ　自由の風 不
ふ

羈
き

の会 三
さん

 矢
し

 会 　礎
いしずえ

　 日本共産党
十日町市議団 市民クラブ 凜

りん

近
藤
紀
夫

羽
鳥
輝
子

遠
田
延
雄

吉
村
重
敏

藤
巻　

誠

高
橋
俊
一

飯
塚
茂
夫

仲
嶋
英
雄

庭
野
政
義

涌
井　

充

小
嶋
武
夫

高
橋
洋
一

鈴
木
一
郎

村
山
達
也

小
林
弘
樹

宮
沢
幸
子

福
崎
哲
也

大
嶋
由
紀
子

村
山
邦
一

安
保
寿
隆

鈴
木
和
雄

太
田
祐
子

小
林　

均

小
野
嶋
哲
雄

川
田
一
幸

104 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

105 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

107 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

108 原案可決 21 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ ※

賛否が分かれた議案のうち、起立採決等により個々の賛否が明らかな議案について掲載。
（○：賛成、×：反対、−：欠席）※議長は議決に加わらず。

８月臨時会議決結果

９月定例会議決結果

議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会
審査結果 採決状況 議決結果

市長
提出
議案

85 平成28年度十日町市一般会計補正予算（第４号） − 全員賛成 原案可決

議案番号等 件　　　　　　　　　　　　　　　名 付託委員会
審査結果 採決状況 議決結果

市　
　

長　
　

提　
　

出　
　

議　
　

案

86 土地の買入れ（十日町市総合公園用地） −
全員賛成 原案可決

87 土地の買入れ（沖之原住宅団地） −
88 十日町市土地開発公社の解散

総務文教 
可　　決 全員賛成 原案可決89 十日町市税条例等の一部を改正する条例制定

90 十日町市都市計画税条例の一部を改正する条例制定
91 十日町市シェアハウス条例の一部を改正する条例制定

産業建設
可　　決 全員賛成 原案可決

92 市道の廃止（土市南ヶ丘１号線、北鐙坂１号線、鷹ノ巣グランド線、田中山手線、山崎干溝線、
旧役場線）

93 市道の変更（田中小原線、東川中屋線）

94
市道の認定（八箇峠線、吉田南部線、十日町小学校線、土市南ヶ丘１号線、北鐙坂１号線、小白
倉中央線、山野田原栄町３号線、鷹ノ巣グランド線、田中山手線、田中干溝線、田野倉線、仙納
田野倉線）

95 字の変更（地籍調査事業に伴う変更）
96 十日町市営住宅条例の一部を改正する条例制定
97 十日町市介護保険条例の一部を改正する条例制定

厚生環境
可　　決 全員賛成 原案可決

98 十日町市地域包括支援センターの包括的支援事業の実施に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例制定

99 平成28年度十日町市一般会計補正予算（第５号） −

全員賛成 原案可決
100 平成28年度十日町市介護保険特別会計補正予算（第２号） −
101 平成28年度十日町市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） −
102 平成28年度十日町市下水道事業特別会計補正予算（第２号） −
103 平成28年度十日町市水道事業会計補正予算（第２号） −
104 平成27年度十日町市一般会計歳入歳出決算認定

決算特別
委 員 会

賛成多数

認　　定

105 平成27年度十日町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定
106 平成27年度十日町市国民健康保険診療所特別会計歳入歳出決算認定 全員賛成
107 平成27年度十日町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

賛成多数
108 平成27年度十日町市介護保険特別会計歳入歳出決算認定
109 平成27年度十日町市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定

全員賛成
110 平成27年度十日町市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定
111 平成27年度十日町市松之山温泉配湯事業特別会計歳入歳出決算認定
112 平成27年度十日町市水道事業会計利益の処分及び決算の認定
113 工事請負契約の締結（（仮称）十日町市まちなかステージ立体駐車場整備工事） −

全員賛成 原案可決
114 新潟県市町村総合事務組合規約の変更 −

議会
提出
議案

8 免税軽油制度の継続を求める意見書 −
全員賛成 原案可決

9 新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に関する意見書 −

請　

願

3 新潟水俣病全被害者の救済と問題解決に関する請願 厚生環境
採　　択

全員賛成 採 択
4 免税軽油制度の継続を求める請願 総務文教

採　　択
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十日町市議会紹介
T o k a m a c h i  C i t y  A s s e m b l y

建設当時の議場（昭和44年竣工）

当時の市役所玄関ホール（左奥が正面玄関）

現在の議場（平成24年改修）

　

旧
庁
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
、
昭
和
44
年
に
新
庁

舎
に
建
設
さ
れ
た
現
在
の
議
場
は
、
建
設
当
時
、

象
徴
と
な
っ
て
い
た
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
も
、
現
在
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
中
央
の

演
壇
と
後
列
の
部
課
長
席
は
47
年
が
過
ぎ
た
現
在

も
、
当
時
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
昭
和
44

年
に
建
設
さ
れ
た
議
場
は
、
合
併
10
年
を
迎
え
た

今
も
な
お
本
会
議
場
と
し
て
の
役
目
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

開
会
中
は
、
入
口
の
受
付
簿
に
住
所
、
氏
名
を

記
載
す
る
だ
け
で
入
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
傍
聴
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
いっ

般
ぱん

質
しつ

問
もん

質
しつ

　　疑
ぎ

▶本会議で議員が市長に対して行う市政全般に関する質問
です。十日町市の事務の執行状況や市政の方針等について
質問し、報告または説明を求めることをいい、定例会に限
って許されます。一般質問は「通告制」になっており、十
日町市議会では質問者は定例会開会日の10日前の正午ま

▶議題となっている議案等に関して、不明確な点について提出者の説明や意見を
質すものです。質疑は一般質問とは異なり、議題に関係のないことについては行
うことができません。また、議題となったときにのみ可能です。質疑の回数は、
会議規則により、連続して１人３回以内に制限されており、また、自己の意見を
述べることはできません。

でに通告書を提出することが必要となっています。十日町市の議員一人当たりの
質問時間は、再質問と答弁を含めて50分という申し合わせとなっています。

議会用語解説
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と
が
き
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インターネットで
本会議の様子を配信しています！
定例会の生中継や過去
の本会議をパソコンで
視聴できます。

十日町市ホームページ→
視聴方法

会議録の検索と閲覧

→

＊会議録の検索は
http://www.tokamachi-city.stream.jfit.co.jp/

【お問い合わせ】

十日町市議会事務局
〒948−8501
十日町市千歳町３丁目３番地

市役所本庁舎３階
電話�025-757-3119
FAX�025-757-5999

表紙写真について
今号の表紙は十日町総合高校写真部の作品です。

十日町総合高校写真部

　
十
日
町
市
議
会
だ
よ
り

第
49
号
●
発
行
／
十
日
町
市
議
会　

 

●E
-m
ail:t-g

ikai@
city.tokam

achi.lg
.jp　

 

●
編
集
／
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

（左側中段にあります）

ラジオ「FMとおかまち」（78.3ＭHz）で
一般質問を放送しています!
一般質問をした当日、夕方７時から放送
していますので、ぜひお聴きください。

　

市
内
の
田
ん
ぼ
を
見
渡
す
と
金
色

の
稲
穂
が
頭
を
垂
れ
、
実
り
の
秋
を

迎
え
ま
し
た
。
議
会
最
終
日
の
９
月

15
日
頃
に
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
刈
取
り

が
一
斉
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

秋
は
農
家
に
と
っ
て
は
一
年
間
の

集
大
成
で
す
。
誰
も
が
今
年
の
豊
作

を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
今
の
農
政
が

混
迷
を
来
す
中
、
農
家
は
、
米
価
の

低
迷
で
収
入
が
増
え
る
の
か
、
稲
の

倒
伏
に
よ
り
品
質
が
低
下
し
収
入
減

と
な
る
の
か
不
安
の
毎
日
で
す
。　

　

さ
ら
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
、
２
０
１

８
年
に
は
減
反
廃
止
と
農
業
の
展
望

が
見
え
ま
せ
ん
。
今
議
会
で
も
３
人

の
議
員
が
農
業
問
題
を
取
り
上
げ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
議
論
を
深
め
、

市
農
業
に
明
る
い
光
が
見
え
る
よ
う
、

農
家
の
た
め
に
強
い
思
い
で
取
り
組

み
ま
す
。�

涌
井
　
充

十日町総合高校写真部は現在10名で活動しています。
文化祭や秋のコンテストに向けて、皆で協力しながら作品
作りに頑張っています。

４４年ぶりＳＬの雄姿ふたたび
　ＪＲ東日本の共生策として、ＳＬが飯山線の軌道上にその姿を見
せたのが平成24年11月です。今回は、当市をはじめとする飯山線沿
線自治体等の要望などによって、再び飯山線に戻ってくるもので、
長岡駅と十日町駅間は４年ぶり、十日町駅と飯山駅間は実に44年ぶ
りの運行となります。
　白煙と水蒸気を上げて走るＳＬの雄姿に乞うご期待！

◆ 11月19日（土）

◆ 11月20日（日）

飯 山 駅 発 8：52 → 十日町駅着 11：38
十日町駅発 12：38 → 長 岡 駅 着 14：47

長 岡 駅 発 8：16 → 十日町駅着 10：33
十日町駅発 11：35 → 飯 山 駅 着 14：56

 【途中停車駅】　宮内駅、小千谷駅、越後川口駅、十日町駅、津南駅、
　　　　　　　 森宮野原駅、桑名川駅、戸狩野沢温泉駅

※両日とも給水給炭のため約１時間ほど十日町駅で停車します。
　詳しくは市報９月10日号をご覧ください。（時刻は変更することがあります）


